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１．アフターケア委託費の電子レセプト化について 

労災レセプト電算処理システムは、令和３年３月からアフターケア委託費の電子レセプト化に 

対応しました。詳細については、厚生労働省のサイトを参照ください。 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezept

system/index.html  

 

２．日レセ対応バージョン 

 アフターケアレセ電データは、日レセｖｅｒ５．１以降で作成が可能です。 

 令和３年２月２５日提供パッチプログラムを適用ください。 

 

３．対象医療機関及び対象診療年月 

 労災指定医療機関（システム管理「4001 労災自賠医療機関情報」で労災指定医療機関が 

「1 指定あり」と設定された医療機関）で、かつ、令和２年１２月以降の診療分について、 

アフターケアレセ電データの作成が可能です。 

 

４．患者登録―労災自賠保険入力での「アフターケア」登録 

日レセでは平成２０年４月１日以降で現在の損傷区分（傷病コード）の対応を行っており、 

「アフターケア」登録をする際にはシステム管理「4001 労災自賠医療機関情報」の有効開始 

年月日を平成２０年４月１日以降で区切って登録しておく必要があります。 

 ※「アフターケア」登録をする際に現在の損傷区分（傷病コード）が表示されない場合は、 

  システム管理「4001 労災自賠医療機関情報」の有効開始年月日を確認ください。 

 

５．システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の設定 

（１）レセ電出力区分「アフターケア」 

アフターケアレセ電データを作成する場合は、レセ電出力区分「アフターケア」を 

「1 入院外」で設定します。 

※令和２年１２月以降の労災指定医療機関が「0 指定なし」の場合は「1 入院外」の 

設定はできません。（デフォルト設定は「0 出力なし」） 

 

 

（２）「レセ電データ出力先」「ＣＤ－Ｒ出力」「履歴保存の有無」「ファイル出力先設定」 

   「光ディスク等送付書作成」「光ディスク等送付書媒体設定」は、医保分・労災分と 

共通設定とします。 

尚、光ディスク送付書作成機能は、現在未対応です。 

 

（３）「レセプトコメント（症状詳記）記録区分」は、設定内容に関わらず「0 レセ電デ 

ータに記録する」と見なします。（症状詳記は作成しません） 

 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/index.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/rousai/rezeptsystem/index.html
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６．アフターケア処置材料（特定器材）について 

 アフターケアをレセ電データにより提出する場合、自宅で使用する材料に係る費用を算定する 

際は「特定器材コード」にアフターケア処置材料（在宅）「789888001」を記録し「商品名及び 

規格又はサイズ」に材料の名称を記録、 

又、それ以外の場合は「特定器材コード」にアフターケア処置材料（その他）「789888002」を 

記録し「商品名及び規格又はサイズ」に材料の名称を記録する必要があるため、 

アフターケア処置材料の診療行為入力は「058」で始まる特定器材商品名コードでマスタを作成 

し、入力を行う必要があります。 

 ※アフターケア処置材料（在宅）「789888001」及びアフターケア処置材料（その他）「789888002」 

については、令和３年２月２５日提供パッチプログラムに併せてマスタ更新データを提供済み 

 

 （例）058000101 でマスタを作成した例 
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７．「傷病の経過」について 

 レセプトの「傷病の経過」欄、及び、レセ電データのアフターケアレセプトレコード（レコー 

 ド識別「AR」）に記録する「傷病の経過」は、「24 会計照会」で「Shift+F4 コメント」、又は、 

「22 病名」で「Shift+F5コメント」を押下すると、「C50 コメント入力」に遷移しますので、 

「AA 労災レセプト「傷病の経過」」を選択後、内容を入力します。 

 

＜補足＞レセ電データの記録について 

  ・記録する文字データが１００バイト以内の場合は、 

アフターケアレセプトレコード（レコード識別「AR」）の「傷病の経過」に内容を 

記録します。 

  ・記録する文字データが１００バイトを超える場合は、 

アフターケアレセプトレコード（レコード識別「AR」）の「傷病の経過」に 

「症状詳記に記載」と記録し、内容は症状詳記レコード（レコード識別「SJ」）に 

記録します。 
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８．アフターケアレセ電データの作成 

（１）「42 明細書」で事前に労災レセプトの作成処理を行います。 

（レセプトの印刷は必要ありません） 

  

 

（２）「44 総括表・公費請求書」で入外区分を「2 入院外」とし「F4 労 AF レセ電」 

を押下します。 

（診療年月が令和２年１１月以前の場合、「F4 労 AFレセ電」は押下できません） 
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（３）アフターケアレセ電データの作成処理を行います。 

  

 

９．アフターケアレセ電データの作成（個別指示） 

（１）「44 総括表・公費請求書」で「Shift+F4 個別指示」を押下すると、 

「T06 レセ電作成‐個別指示」に遷移しますので、アフターケアを選択後、 

該当の患者番号・入外区分・診療年月を入力します。 

（診療年月が令和２年１１月以前の場合、アフターケアは選択できません） 
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（２）対象となる請求データが複数ある場合、「T09 レセ電対象患者一覧」に遷移します 

ので、該当の請求データを選択し「F12 確定」を押下します。 
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（３）「F12 レセ電作成」を押下します。 

  

 

（４）アフターケアレセ電データ（個別）の作成処理を行います。 
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10．ファイル保存等 

（１）選択した「ファイル出力先」とシステム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」の 

「履歴保存の有無」設定によるファイル保存については以下のようになります。 

  システム管理設定場所 

（ＭＯ用） 

クライアント保存 クライアント保存 

（ＣＤ－Ｒ用） 

 

 

 

 

履歴保存を 

行わない 

システム管理 2005 に 

設定したレセ電データ

出力先にレセ電データ

を保存。 

 

例】 

提出用で作成時 

01AREC0100.UKE 

01AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01TENA0100.UKE 

01TENA0200.UKE 等 

 

※頭２桁は医療機 

関識別番号 

クライアント保存時に

指定した場所に 

ｚｉｐ形式で保存。 

ｚｉｐファイルには 

以下の内容が格納さ 

れる。 

 

例】 

提出用で作成時 

01_After_202102/ 

AREC0100.UKE 

 AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01_TAfter_202102/ 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

クライアント保存時に 

指定した場所に 

ｉｓｏ形式で保存。 

ｉｓｏファイルには 

以下の内容が記録さ 

れる。 

 

例】 

提出用で作成時 

After_202102.iso 

AREC0100.UKE 

AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

TAfter_202102.iso 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

 

 

 

 

履歴保存を 

行う 

システム管理 2005 に 

設定したレセ電データ 

出力先に医療機関と 

年月を識別できるフォ

ルダを作成し、フォルダ

内にレセ電データ 

を保存。 

 

例】 

提出用で作成時 

01_After_202102/ 

AREC0100.UKE 

AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01_TAfter_202102/ 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

 

 

同 上 

 

 

    同 上 
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 個別指示 

  システム管理設定場所 

（ＭＯ用） 

クライアント保存 クライアント保存 

（ＣＤ－Ｒ用） 

 

 

 

 

履歴保存を 

行わない 

システム管理 2005 に 

設定したレセ電データ

出力先にレセ電データ

を保存。 

 

例】 

提出用で作成時 

01AREC0100.UKE 

01AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01TENA0100.UKE 

01TENA0200.UKE 等 

 

※頭２桁は医療機 

関識別番号 

クライアント保存時に 

指定した場所に 

ｚｉｐ形式で保存。 

ｚｉｐファイルには 

以下の内容が格納さ 

れる。 

 

例】 

提出用で作成時 

01_After_202102_ 

Kobetsu/ 

AREC0100.UKE 

 AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01_TAfter_202102_ 

Kobetsu/ 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

クライアント保存時に 

指定した場所に 

ｉｓｏ形式で保存。 

ｉｓｏファイルには 

以下の内容が記録さ 

れる。 

 

例】 

提出用で作成時 

After_202102_Kobetsu 

.iso 

AREC0100.UKE 

AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

TAfter_202102_Kobetsu 

.iso 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

 

 

 

 

履歴保存を 

行う 

システム管理 2005 に 

設定したレセ電データ 

出力先に医療機関と 

年月を識別できるフォ

ルダを作成し、フォルダ

内にレセ電データ 

を保存。 

 

例】 

提出用で作成時 

01_After_202102/ 

Kobetsu/ 

AREC0100.UKE 

AREC0200.UKE 等 

 

点検用で作成時 

01_TAfter_202102/ 

Kobetsu/ 

TENA0100.UKE 

TENA0200.UKE 等 

 

 

 

同 上 

 

 

    同 上 
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（２）クライアント保存時のｚｉｐ形式について 

アフターケアレセ電ファイルは１回の請求用に複数ファイルを作成する場合があるため、 

クライアント保存を行う場合は、ｚｉｐ 形式でクライアントに保存を行います。 

保存されたｚｉｐファイルは”unzip”コマンドなどで解凍ください。 

 

（３）フォルダ名について 

   履歴保存又はクライアント保存を行う際のフォルダ名は以下となります。 

XX_After_YYYYMM/ 

XX_After_YYYYMM/Kobetsu/ （個別指示のシステム管理設定場所（ＭＯ用）－履歴保存） 

XX_After_YYYYMM_Kobetsu/ （個別指示のクライアント保存） 

 

 XX  ：医療機関識別番号 

  YYYYMM：診療年月(西暦) 

  After ：固定（点検用の場合は TAfter） 

 

（４）ファイル名について 

   提出用に作成するファイル名は以下となります。 

   ARECnnmm.UKE 

 

   nn：２桁の連番 

   mm：00 固定 

 

   ※１ファイルに記録できる内訳書添付枚数は最大で 997 件と決められていることから、 

997 件を超えた場合は新しく採番して別ファイルとして記録を行うことになります。 

 記録件数が 997 件を超えた場合、 

AREC0100.UKE 

AREC0200.UKE 

とファイルを分割して作成します。 

 

   点検用に作成するファイル名は以下となります。 

   TENAnnmm.UKE 

 

   nnmm：提出用と同様の方法で付番 

 

（５）フロッピー等への保存について（jma-receipt-fdd） 

ファイル出力先「3 システム管理設定場所（フロッピィ用）」については選択不可とします。 
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11．「データ取込」からのアフターケア返戻ファイル取り込み 

（１）アフターケアレセ電データ（一次請求ファイル）に返戻があった場合に労災オンライン 

請求システムで作成されるアフターケア返戻用 CSV ファイル（ARECEC.HEN）を日レセサ 

ーバへ取り込み、再請求ファイルを作成することが可能です。 

 

 処理の流れ（医保分・労災分の返戻再請求処理と同様です） 

１．労災オンライン請求システムから返戻ファイルをダウンロードする。 

２．返戻ファイルを日レセサーバへ取り込む。 

３．返戻内容に応じて日レセの入力を訂正する。 

４．日レセで明細書個別作成をする。 

５．「43 請求管理」で再請求するデータと返戻データの紐付けを行う。 

６．再請求ファイルを作成する。 

 

 ファイル名    備   考 

一次請求ファイル ARECnnmm.UKE 労災指定医療機関からの請求ファイル。 

[記録内容] 

医療機関情報、請求データ、アフターケア委託費 

請求書情報 

返戻ファイル ARECEC.HEN 労災指定医療機関への返戻ファイル。 

[記録内容] 

返戻された請求データ（請求データのレセプト共通 

レコード（レコード識別「RE」）に電算処理受付番号 

が付与されている） 

再請求ファイル ARECnnmm.UKS 返戻された請求データを訂正した労災指定医療機関 

からの再請求ファイル。 

[記録内容] 

医療機関情報、請求データ、アフターケア委託費 

請求書情報 

（「43 請求管理」で紐付けされた返戻データに記録さ 

れている電算処理受付番号をレセプト共通レコード 

（レコード識別「RE」）に記録した再請求データ） 

 

一次請求ファイルと再請求ファイルは拡張子が異なるため、別々にファイルの作成を行います。 

 

一次請求ファイル：ARECnnmm.UKE 

再請求ファイル ：ARECnnmm.UKS 

 

          nn：２桁の連番 

          mm：00 固定 
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（２）返戻ファイルの取り込み 

 

【１】「44 総括表・公費請求書」で「Shift+F3 データ取込」を押下します。 

  
 

【２】ダウンロードしたアフターケア返戻用 CSV ファイル（ARECEC.HEN）を選択後、 

   「F10 データ転送」を押下します。 
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【３】返戻ファイルを取り込みます。 
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【４】正常に取り込みができない事例 

 ・同じファイルを重複して取り込もうとした場合 
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・ファイル名が正しくない場合 

  

 

（３）「43 請求管理」での再請求するデータと返戻データの紐付け 

 

【１】該当患者に返戻情報が存在する場合、画面右上に「返戻データあり」と表示されます。 

   請求年月、返戻年月を入力し、オンライン返戻指示（返戻有チェックボタン）クリック 

により「返戻有」にし、紐付けを行います。 
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【２】「F10 返戻確認」を押下し、紐付けされた返戻データの確認をします。 

紐付けされた返戻データの処理年月に「*」が表示されます。 

（健康管理手帳番号の後ろに表示されている数値は診察日です） 

  
 

【３】「F12 登録」を押下し、登録します。 
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【４】「F10 返戻確認」を押下し、登録された返戻データの確認をします。 

  

 ※再請求用のレセ電ファイル作成後は、エラー情報右横の「済」欄に○印が表示 

されます。 
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（４）ファイルの出力 

 「44 総括表・公費請求書」でのレセ電データ作成（個別も含む）において、再請求ファイル 

には、「43 請求管理」で紐付けされた返戻データに記録されている電算処理受付番号をレセ 

プト共通レコード（レコード識別「RE」）に記録して出力します。 

 

再請求ファイル（AREC0100.UKS）の記録例 

（電算処理受付番号をレセプト共通レコード（レコード識別「RE」）に記録） 

IR,,13,1,1234567,,ＯＲＣＡ病院,202102,,03-1234-5678 

RE,1,,,日医 花子,2,19730909,,,,,,,00080,,,,,12345123451234567890,,503045030220210218155118,,（省略） 

AR,,,2,15,2013150001001,,,,20210218,,,ニチイ ハナコ,,,順調,0,0,1400,,,1400 

RI,12,101120010,,,1400,1,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,, 

AS,2,20210501,,,2345678,1130021,東京都文京区本駒込２－２８－１６,日本 一,1150,1400,1, 

 

12．カナ氏名チェックと文字の自動置き換え 

 レセ電データのアフターケアレセプトレコード（レコード識別「AR」）に記録する「労働者の 

氏名（カナ）」は姓名を全角カナで記録することとされており、記録できる文字が決められて 

いることから、システム管理「2005 レセプト・総括印刷情報」のレセ電出力区分のアフター 

ケアの設定が「1 入院外」の場合は、データチェックでアフターケアレセ電の記録仕様を考慮 

したカナ氏名チェックを行います。 

 

 データチェックでは、確認項目「患者氏名」でのチェック時に以下の表にない文字がカナ氏名 

に含まれている場合にエラーとします。 

 

(ァ)*1 ア (ィ) イ (ゥ) ウ (ェ) エ (ォ) オ カ ガ キ ギ ク グ 

ケ ゲ コ ゴ サ ザ シ ジ ス ズ セ ゼ ソ ゾ タ ダ 

チ ヂ (ッ) ツ ヅ テ デ ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ 

パ ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ ボ ポ マ ミ □*2 

ム メ モ (ャ) ヤ (ュ) ユ (ョ) ヨ ラ リ ル レ ロ (ヮ) ワ 

(ヰ) (ヱ) ヲ ン ヴ (ヵ) (ヶ) ー*3         

 

*1：小文字の“ァ”など（ ）書きの文字についてはアフターケアレセ電上無効な文字ですが、 

レセ電ファイルを作成する際に大文字に変換する等、有効な文字に置き換えを行なっている 

ため、データチェックではエラーとしていません。 

  変換例 

変換前 変換後 

小文字の“ァ” 大文字の“ア” 

ヰ イ 

ヱ エ 

*2：全角空白 

*3：全角長音：全角ダッシュ、全角マイナス等の入力は、データチェックではエラーとして 

扱いますが、レセ電ファイルは全角長音に置き換えて記録を行います。 

 

データチェックのエラーメッセージ（■の部分がエラー箇所となります） 

カナ氏名にアフターケアレセ電データに記録できない文字が入力されています。【テスト カンジャ■】  
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13．新設された労災医科診療行為マスタについて 

 日レセでは、システムの都合により、以下の３コードを厚生労働省が公開したコードとは 

異なる９桁コードでマスタを作成して提供しています。 

 ※令和３年２月２５日提供パッチプログラムに併せてマスタ更新データを提供済み 

 

【重要】 

 アフターケアレセ電データ作成時は厚生労働省が公開したコードに置換して記録を行います。 

 

新設（適用：令和２年１２月１日） 

日レセ提供コード 名称 厚生労働省公開コード 

101609010 全身状態の検査 102600010 

101609020 自覚症状の検査 102600020 

101609030 精神及び神経症状の一般検査 102600030 

 

14．未対応の機能 

 以下の機能には対応していません。 

・光ディスク送付書作成 

・レセ電データチェック 

 


